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確率論的手法による海底地すべり津波波源推定手法のメキシコ湾への適用
Identification of submarine landslide tsunami sources: A probabilistic approach for the
Gulf of Mexico

鴫原良典 1∗ ; Horrillo Juan2

SHIGIHARA, Yoshinori1∗ ; HORRILLO, Juan2

1 防衛大学校システム工学群建設環境工学科, 2 テキサス A&M 大学ガルベストン校
1National Defense Academy,2Texas A&M University at Galveston

2004年インド洋津波や 2011年東北地方太平洋沖津波の被害を受け，過去の歴史津波の記録が不足している地域であっ
ても，津波リスクを科学的に評価する必要性に迫られている．その中でもメキシコ湾は津波リスクの不確実性が特に大
きい地域であるが，地質学的見地から，中規模程度の地震に引き起こされる海底地すべりによって巨大津波が発生する
可能性が指摘されている．
本研究は，モンテカルロシミュレーションに基づいた確率論的手法を用いて，メキシコ湾で発生する可能性のある海

底地すべり津波波源を推定することを目的としている．具体的には，まず，海底地すべりの発生位置や深さ等の地形条
件を，観測データから決定された確率分布を用いて求める．次に，地形条件に対応する土質パラメータや地震による水
平加速度を求め，海底斜面の安定性解析を行う．同解析から海底地すべり発生が認められる場合，既往の予測式を用い
て津波波源振幅を計算する．最終的に，海底地すべりを発生させる地震の発生率と津波の発生確率の積から，海底地す
べり津波発生の年確率を求める．本研究では上記のモデルに基づき，数千年から 1万年までの再現周期に対する海底地
すべり津波波源を推定した．
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